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Summary: When G.Chalmers wrote J.Steuart's Anecdotes in Steuart's Works, he was offered 
several documents from Steuart's relatives. They were Buchan's memoirs, Kippis's draft and 
others. Buchan's memoir is one of the oldest of Steuart's biographies. It contains some useful 
information about Steuart's writings, i.e. unfinished French Works of Steuart. Althoughｭ
Chalmers arranged them well, we have to check them to get more truth about Steuart's 
works. 
I はじめに
ジェイムズ・ステュアート (Sir James Steuart Denham, 1713-1780) の伝記について，わが
国において先駆的な紹介を行った中野正氏は，ステュアートの基盤を後発資本主義諸国とみな
し，その学説理解のためには，彼の生涯に対する回顧が重要な観点をあたえる，と述べたこと




本稿は，数あるステュアート伝の中から，ステュアートの甥のパハン伯 (Erskine， David 
Steuart, 11th earl of Buchan, Lord Cardross, 1742-1829) によるそれの紹介を通じて，中野氏
のいわれる第 2 点について，いくつかの教訓を引き出そうとするものである。
ステュアートの伝記と言った場合，ジョージ・チャーマーズ (George Chlamers, 1724-1825) 
によるものと，アンドルー・スキナー (Andrew S Skinner) のものとの， 2 つが，よく知られ
ている。
それは，ステュアートの死後，彼の事績を後世に伝えるべく編纂された，彼の『著作集.] (The 
Woγks， Political, M eta世zisical， αγzd Chroγwlogical， 01 the late Siγ}α:m岱 Stez組γt olColt:γ邸:s，
渡辺邦博
Bart. &c, 6vols., 1805, London.) 第 6 巻に収められた，チャーマーズによる「ステュアート小伝j
(前述，中野訳)と，今世紀後半以降の「ステュアート復興」を背景にして，スキナーの手に
なり，ステュアートの主著『経済の原理j (An lnquiη into the Prinαiples 01 Political Oeconomy, 
1767) の集注版 (Skinner [1998J) に付されることとなった，最新のステュアート伝(これは同
じ編者による， 1966年公刊の『原理』縮約版巻頭の「伝記的スケッチj の拡充)とである。
後者は，現在に至るまでの研究による豊富な情報を含んでいるが，ステュアート研究の進展














( Anonymous [Buchan?J [1780J , Sketch of the character of the late Sir James 
Steuart, Denham, Baronet, in The Scots M agazine, vo1.42. 
( Albanicus [Buchan?J [1791J , Sketch of the Life of the late Sir J ames Stewart 
Denham, Baronet, Author of 仕le Principles of Political üeconomy, and other valuable 
Writings, in The B既 or Literaη 阪ekly lntell:留enceηfor Wed. Sept. 14 1791 & Wed. 
Sept. 21 1791. 
( the right Hon. the Earl of Buchan [1792J , Memoirs of the Life of Sir James Steuart 
Denham, Baronet, in Archaeolog;白 Scot仇・ or Transactions 01 the Society 01 Antiquari，ω 01 
Scotland 1 . 
( 1 ) もちろん，部分的にしろ活字となったそれら以外に，印刷されていないが，無視することので
きない，いくつかの伝記もあるが，それらの検討は，今後の課題としたい。例えば， well informed 
writer の子になるもととされるいわゆる MS1， Chamley [1965J , p.15 を参照。
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( Kippis [1793? ], The Life of Sir James Steuart Denham of Coltness and Westshield , 
Baronet. To which is prefixed some account of his principal ancestors. <MS.Trustees 
of the Edinburgh University Library.> 
( [Chalmers, G.J [1805 ], Anecdotes of the life of Sir James Steuart, Baronet, in the 
6th vol. of Steuart's Works. 
( Anonymous [1818 ], Memoirs of Sir James & Frances Steuart, in The Original Let. 
teγ-s fiγom the Right HonouγαUe Lady Mαη Woγtl，の Mon句rgue， to SiγJα椀es &Lι均
Fγ側ces Steua，γt; also， 乱1emoirsand Anecdotes 01 those dzsti:略'uished 争ersons.
( Kippis, A., [1842 ], the life of Sir James Steuart Denham of Coltness and Westshield , 
Baron.ε~t， in The Coltness Collections. 
さらに， 19世紀にスコットランドで出版された人名辞典のうち，以下のものを追加しても許
されるのかもしれない。




らである。以下のリストは，彼の列挙した人物に， DNB [1901J や BDES [1855J を参考に，私
が，若干の手を加えたものである。
彼の妻 フランシス夫人 (Lady Frances Steuart, 1723-89) 
彼の息子 ステュアート将軍 (Sir James Steuart, 1744-1839) 
彼の友人たち，例えば， Andrew Millar (publisher, 1707-1768) 
Thomas Cadell (bookseller, 1742-1802) 
Colebrooke (1729-1809 (80) , banker, chairman of the Board of Directors the East lndia 
Company, father of Henry Thomas Colebrooke 1765-1837, DNB) 
Goguel (?，)ステュアート家の大陸時代の家庭教師， 1780年代にフランシス夫人とステュアー
( 4 ) 
トのフランス語版『著作集』を画策。
ステュアートの後援者たち，ステュアートの市民権回復に尽力したパーリントン卿や，同郷
( 2 ) これは，シャムレーも認めるように，ステュアートの少年時代のエピソードをも含み，それは，
次に私の言う，いわゆる第 1 世代か第 2 世代からの聞き書きとも見なせる。 Chamley [1965J , 
p.25. 
( 3 ) Chamley [1965J , p.32. 
( 4 ) Chamley [1965J , p.89. 
( 5 ) Dunlop [1818J は， 1760年に， secretary of War だったと述べでいる。 P.126. Skinner [1998J , 
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( 6 ) 
のハミルトン公， Barrington (1717-1793?), Archibald Hamilton (1738-?) 
ステュアートの後援者で， r原理』第 1 ・ 2 編の草稿が贈られたメアリ・モンタギュ婦人，ビ
(7 ) 
ュート伯 (3rd Earl of Bute) の伯母にあたる。 (Lady Mary Montagu, 1689-1761) 
ステュアート『著作集』の編集者，ジョージ・チャーマーズ (Chlamers， G. , 1742-1825) 
ステュアート伝の作家，アンドルー・キッピス (Andrew Kippis, 1725-1795, DNB.) 
( 8 ) 
後述するミュアの最初の従兄弟で， r原理』出版の最終段階に関与した William Rouet (first 
cousin of Mure, Professor of Oriental Languages in the University of Glasgow) 
ステュアートの義理の兄弟二ステュアート夫人の兄=エルコ卿 (Lord Elcho, the earl of 
Wemyss, David, 1721-1787, DNB) 。
彼の従兄，例えば，ステュアートの父親の妹マリオンの息子であった，スコット (George
Lewis Scott, 1708-80, DNB) 。
彼の甥，ステュアートの次女アグネスが嫁した，第10{-'tパハン伯の長子バハン伯，本稿で紹
介するステュアート伝の著者その人 (David Steuart Erskine, 11th Earl of Buchan, 1742-
1829) 
その他，彼の親類，彼の 2 歳下の妹で，ポウルトンのトマス・カルダーウッドに嫁したマー
ガレット (Margaret of Calderwood, 1715-1774, DNB.) 
(9 ) 
彼の姪， Margaret の娘二Ann Calderwood カルダーウッドのダラムは，彼の姪にあたる。
ステュアートの父親の次女アナが嫁した， William Mure の息子だから，彼の従弟にあたる。
(10) 
(William Mure, 1718-1776, DNB.) 
(11) 
Elizabeth Steuart (1721-1803) 
以上の主たる人物を試みに図示してみると，次のようになる。




p.xlvii も参照。 William Wildman (1717-93), second Viscount Barrington; Secretary-at-War, 
1755-1761; Chancellor of the Exchequer, 1761-2. 
( 6 ) Dunlop [1818J , p.9. 
( 7 ) Chamley [1965J , p.43 
( 8 ) Skinner [1998J , p.xlix, note.59. 
( 9) Chamley [1965], p.17. 
(10) ステュアートの息子のステュアートは， 1744年生まれだから， 46年の亡命に際しては，コール
ドウェルのミュアの預けられた。 Dunlop [1818J , p.108. 













Kippis. A. 1725-1795(70) 
Chalmers. G. 1742-1825(83) 
Cadell.1742-1802(60) 
Buchan.1742-1829(87) 





































て D. ヒェーム (1711-1776) との『イングランド史』について会話を交わしたことなどの追加
や，④と共通するが，スコットランド撤退後の『原理』仕上げ過程の叙述の欠落などがその例















(13) なおこの [1842J の編者のデニスタウンは，ステュアート家の縁者である。同書， 387ページを
参照。
(14) これは， MS2 に注意深くそっている。 Chamley [1965J , p.29. 




ズをも悩ませた。 Chamley [1965J , p.31. 
(17) 前述の② The Bee には， r度量衡統一論』について，かなり詳しいコメントがある。“whichhe 
transmitted to his friend Lord Barrington, and resolved, if there had been a congre部 as­
sembled, as was once proposed, to adjust the preliminaries of the general peace in 1763, to 
have laid his plan before 仕le ministers of the different nations," The Bee, p.45. また最近，関
西学院大学図書館には，“A Plan for Introducing an Uniformity of Weights and Measures 
over the World, and for Facilitating the more speedy Accomplishment of such a Scheme 




























Scotia 2 3 4 6 8 9 10 1 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
Scots 2 3 5* 4 8 7* 10本 11 本
Scotia 21 2 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 3 34 35 36 37 38 39 40 
Scots 12 12 13* 14&15* 18*&19 29 21 16* 17本 2 1&23 
( Scotia は Archaeologia ， Scots は . Scots Magazine を示す。該当するパラグラフがない場合は，欄外に配置した。)
29th 1778." が，所蔵された。さらに，スキナーは， Vatican を始め， 1966年以来いくつかの写本
の存在を指橘している。 Skinner [1998J , p.lvii. この小冊子の検討には，以上のような情報を加味
することが望まれる。
(18) シャムレーは，②と③の区別をあまり考えていないようである。 Cham1ey [1965J , P.26. 
(19) ③を，シャムレーは，ステュアートの最初の著作『ニュートン年代学の擁護論J 英語版への序
文とみなす。 Cham1ey [1965J , P.26. 
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2. その具体例の 1 つとしての，ステュアートの『フランス語版著作集』の背景資料。この
資料には，それが1792年に『古物協会会報J に印刷された時には削除された部分を含み，
それらは流産したけれども， 1780年代に存在した，ステュアートの『著作集』公刊の事情












(the right Hon. the Earl of Buchan, Memoirs of the Life of Sir James Steuart Denham, 
Baronet, in Aγc加eologiα Scoti，α ， 0γ Translαctions 01 the Society 01 Antiq切γies01 Scotland. 1 , 
1792.) を基本として，それに原文にはなかったパラグラフ番号をアラビア数字で付し， rチャー

















+ r ジェイムズ・ステュアート・デナム准男爵閣下J (Sir James Steuart Denham, Baronet) は，
転写稿では「ノヴPァ・スコシアの男爵にふさわしく， j騎士に相当するジェイムズ・ステュアート・
デナム閣下J (Sir James Steuart Denham baronial & knighted of Nova Scotia) となっている。
十十「アナJ (Anna) は，転写稿では「アナ・ダルリンプルJ (Anna Dalrymple) となっている。
2 彼は旧暦1713年10月 10 日に生まれ，その幼年の聞は，エデインパラ近郊の父親の所領であ
(20) 転写稿には，以下に訳出した部分に先立つて，ステュアート家の由緒正しきことを述べた 1 パ
ラグラフがあるが，本稿では省略した。 ScotsMagazine, vo .42, Dec.1780, pp.623-4. のステュアー
ト伝は， Sketch of the character of the late Sir James Steuart.Denham, Baronet.と題され，
署名はない。それは，全部で23のパラグラフから成るが，最初のパラグラフは， rジェイムズ・ス
テュアート・デナム卿の遺骸が，静寂な墓所に降ろされる時には，必ず，誰からも称賛を受けた
彼の名声に然るべき賛辞が奉げられなければならない。 J (1 /23) となっている。< 1/23 は， 23 
パラグラフ中の何番目に対応するのかを示す。>
(21) Scots Magazine では， rジェイムズ卿は，スコットランド法務長官であった，グッドツリーズの
ジェイムズ・ステュアート准男爵閣下と，最高民事裁判所長官，ヒュー・ダルリンプルの娘のア




















+ r初歩的部分J (elementary part) は，転写稿では (elementary) となっている。
++ r14歳J (fourteen) は，転写稿ではただ(14) となっている。









+ r弁護士の資格を得J (went to the Bar) は，転写稿では (wascalled to the Bar) となっている。
6 彼の職業経験をこのように始めた後数カ月で，ジェイムズ卿は旅行に出発した。あらゆる
(22) Scoお Magazine では， r彼の最初の教育は，エディンパラで行なわれたが，その通常の諸過程に








十「あらゆる国々・・…・ためにJ (not to import the fashions and fopperies which are to be found 
in al countries, but to imitate the example of the wise Ulysses, to study the laws, manners, 

















(23) Scots Magazine では， rこの失望のあと，彼は，最新の宮廷のメヌエットやフランスのオペラ女
優，または，あらゆる国々で見いされるはずの流行や軽薄さを持ち込むためではなく，知恵者ユ
リシーズの範に習い，彼が通過し，または滞在した国々や諸都市の，法律，慣習，習慣，ならび
に望ましい改善などの研究のために， ドイ、ソ，フランス，スペイン，イタリアを旅行した。 J (5/ 
23) となっている。比較すれば明白なよフに，このパラグラフは， Archaeolog;勿にそのまま再現
する。
(24) Scots Magazine では， r彼は，以上のごとき充実をきわめた旅から， 1745年のかの不幸な内乱の





+ I議会のJ (in parliament) は，転写稿では (of parliament) となっている。






















(25) Scots Magazine Iその法廷，さらに当時の政争，つまり，ミド・ロウジアンの州選挙における彼
の出廷は，大変有能で、，素晴らしい才能にめぐまれているという，この上もない希望をもたらし
たが，それらは粉々に打ち砕かれて，ジェイムズ卿にとっては，いや応なく思い出され，苦々し
























(26) Scots Magazine では， r彼は，総免罪法の対象外とされ，その名を持ち上げる者は，愛国者では
なくなった。 J (8/23) となっている。このパラグラフの後半は， Archaeologi，α にそのまま再現す
る。
(27) Scots Magazine では， rそのような人たちの評価は，たとえ彼らが評価し，今でもそれを持って
いるとしても，こ場の賛辞に照らせば，とうてい生き残るものではない。 J ( 9 /23) となっている。
このパラグラフの前半は， Archaeologia に再現する。
(28) Scots Magazine では， rこの国がジェイムズ・ステュアート卿の才能を失うことは，あの叛乱に
よって，われわれが経験した損失のひとつとみなされるかもしれない。 J ( 7 /23) となっているが，
それはほほ、， Archaeologia でも同ーと言える。
(29) Scots Magazine の，このパラグラフに対応する部分は， Archaeologia でも一言一句同一である。
(30) コリオレーナスは，孤軍奮闘の末，コリオライ攻略に成功して，ケイアス・マーシャスという
生まれながらの名前に加えて，コリオレーナスという名を与えられたローマの英雄。後に，民衆
の敵として，ブルータスら 2 人の護民官に追放される。シェイクスピア (Shakespeare， William, 













+ r入念な著作集J (elaborate works) は，転写稿では「この覚え書きが巻頭に掲げられるべき綿密











+ r一般請負や財政のその他の諸部門J (the general farms, and other branches of finance) は，































(32) ステュアート [1993J の第 4 編第 6 章は， fl763年の講和時におけるフランスの公信用，債務，
基金，充当先の状態」と題され，タイユ，人頭税， 20分の l 税のみならず，フランスの財政状態
分析にあてられている。同訳書， 485-513ページ参照。
(33) Scots Magazine では， rフランス語で書かれた彼の『アイザク・ニュートン氏の年代学の擁護.1，
高地ドイツ語で書かれた彼の『貨幣に関する論説.1，および，彼の偉大な『経済の原理の体系』 は，
その外国における余暇と精進のたまものであった。 J (12/23) となっている。ここでも， r高地ド
イツ言苦」が， High Dutch であった。




するだろうから。 J (13/23) となっている。これも Archaeologia にほとんどそっくりに再現する
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十「偉大な著作， r経済学j (the great work, the Political Oeconomy) は， rこの覚え書きが巻頭に





















+ rあれこれの方面から J (through different channels) は，転写稿では (thro different channels) 
となっている。
十十「ジェイムズ卿のJ (Sir J ames's) は，転写稿では「彼のJ (his) となっている。
+++ rの筋から J (through that of)は，転写稿では (thro that of)となっている。
++++ r悪意のためにJ (through the malevolence) は，転写稿では (thro the malevolence) とな
と言える。
(35) Scots Magazine の， r1766年ジェイムズ卿は，慈悲深く人を見る眼をそなえた国王の寛大な認
可を受けて，彼の故郷に戻り，市民権を回復した。 J (14/23) は ， Archaeologia では1767年と修正
されるが，ほぽ同ーと言える。ステュアートがスコットランドに戻ったのは， もっと早い。 See，
Skinner [1998J , pp.xlvii-xlviii. 
(36) r以後彼はJ 以下の 2 つのパラグラフにわたる原文は， Scots M agaz仇e では， r道路，橋梁，な
らぴに製造業によって，彼が居住していた地方の改良を進展させたのであった。彼は， しかるべ
























(37) Scots Magazine では， rジェイムズ卿は，ベンガルの貨幣鋳造と，その鋳貨全般の状態を調整す
る際，東インド会社に起用されて，役員会に出席し，その問題についての考えを印刷するように
依頼され，彼はそれに応じて，それを印刷に付した。 J (18/23) となっており，さらにこれに続い
て， rこのため会社は，彼に彼らの感謝の証として，価値あるダイヤモンドの指輪を贈呈した。」
(19/23) がある。
(38) 東インド会社問題については， Skinner [1998J , p.lvii を参照。
(39) Scots Magazine では， rこれまで公刊されていない，数多くの価値あるジェイムズ卿の作品以外
に，彼は高名な『自然の体系』に対する批判の印刷を準備したが，そこでは，フランス唯物論の
有名な擁護者の，誤った推論や偽りの推理が検討され，本質を見破られている。 J (20/23) となっ
ている。
(40) Scots Magazine では， rパーリントン卿への書簡の形で，彼はまた，度量衡の一般的統ーの計画
を伝えたが，それは，彼の逝去の年に，フランス財政の現状とその信用の諸原因を探求するのに







十 f立ち入って研究する J (inquire minutely into. . ., spirits, the general)は，転写稿では「研究す
る J (enquire into) となっている。
++ r受けたものであった。この研究の一般的結果を J (malts spirits: The general result of this 
inquire) は，転写稿では (malts spirits, the general result of this enquiry) となっている。
+++ 11779年10月 2 日の『エデインパラ・イーヴニング・クーラント.1 (the Edinburgh Evening 
Courant of October 2. 1779，)は，転写稿では (the Edinburgh Evening Courant 2nd October 
1779ー)となっており，その後に [the author of this memoir is mistaken for it is in the Courant 










りつかれ，それが， 日曜日であった26 日の午後 2 時に，彼の有益で価値ある生命に終わりを
もたらした。
+ r始めJ (, in the beginning if October，)は，転写稿にはない。
++ rその月の19 日に J (on the 19th of that month) は，転写稿では (onthe 19 of that month) と
なっている。
38 28 日の火曜日に彼の亡がらは，キャンパスネサンの一族の埋葬所に運ばれ， 29 日の水曜日
にそこに葬られた+。ハミルトン公開下やジェイムズ卿の有名な友人たちのいく人かが，この
(41) Scots Magazine では， r彼は，現行法通過に対して不満が出された時に，蒸留業と醸造業との現
状とそこから生ずる収入とをつぶさに研究し， 1779年10月 2 日のエデインパラ・クーラントに匿
名で公刊することによって，スコットランドのいくつかの州が，その問題について組雑な結論に
入り込むのを防いだ。 J (16/23) となっている。この部分も Archaeologia とほぽ同ーとみなせる。
(42) Scots Magazine では， r学識や話術の洗練を向上させない社会はないし，北方の風土にあって，
勤労や晴好を引き立てない性質の国民はいない。 J (17/23) となっている。この部分も同一内容の
再現とみなせる。





+ I水曜日にそこに葬られた。ハミルトン公閣下やJ (were inte汀ed on Wednesday the 29th; his 
Grace the Duke of Hamilton. . .)は，転写稿では (were interred on Wednesday the 29th his 
Grace the Duke of Hamilton. . .)となっている。
++ I彼の悩める親戚たちとともに悲しみを交えたJ (their tears with those of his aff1icted 








+ I群を抜くものであったJ (distinguished;) は，転写稿では(distinguished，)となっている。
++ I際立つて相結合していたJ (were eminently conjoined.) の後に，転写稿では， [ these last 







Chambers, R., [1855J , A Biog1'ゆhical Dictionaη 01 Eminent Scoおmen， Glasgow, Edinburgh, and 
(44) Scoぉ Magazine では， I彼は，ウィームズ伯ジェイムズの最年長の娘，レディ・フランシス・ウ
ィームズと結婚したが，彼女との間に，現在のコルトネスとウエストシールドのジェイムズ・ス
テュアート・デナム准男爵閣下と，早逝した娘が一人あった。現在の准男爵は，第13竜騎兵連隊
の中佐を務めている。 Edin. Mag.J (22/23) となっている。
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